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総務委員長 長 浦 嘉 一 

 

第２２回通常総会が５月２６日(月)組合会館会

議室において開催されました｡  

来賓として千葉県中小企業団体中央会伊藤事務局

長をはじめ全国工場団地協同組合連合会 縄野顧

問 流山市、流山市商工会、関係金融機関他日頃よ

りお世話になっている多くの方々の御臨席を頂

き、定足数 提示書類等の確認後、直ちに総会を開

始し、高橋理事長が議長に選任され議事に入りま

した｡ 

本定時総会の議事は次のとおりです｡ 

第１号議案 平成１９年度事業報告書及び決算報告書承認の件 

第２号議案 平成２０年度事業計画書及び収支予算書 (案) 決定の件 

      ○平成２０年度における経費の賦課金額並びに徴収方法決定の件 

      ○平成２０年度特別賦課金額、利子負担金額、組合会館償還負担金額、特別リース事業賦課金額、

特別集積区域整備事業賦課金額、その他の負担金額並びに徴収方法決定の件 

      ○平成２０年度共同施設利用料金 (電気料金、電気賦課金、共同駐車場) 徴収方法 (案) 決定の

件 

第３号議案 平成２０年度における借入金額並びに一組合員に対する貸付金額最高限度決定の件 

第４号議案 平成２０年度における集積区域整備事業並びに設備リース事業貸付金額決定の件 

第５号議案 その他 

 以上の議事を慎重審議し、全議案とも全員賛成にて可決承認されました｡  

又、本年より総会には青年部の皆さんにも出席を義務化し、来るべき世代交代を控えて、大いに意識を高めて

もらおうということになりました｡  

 総会終了後、料亭 ｢新川｣ において、恒例の懇親会が催され、公務のため遅れて出席の流山市長 井崎様よ

り、将来の流山市を見据えたご挨拶を頂きました｡  

 商工組合中央金庫 松戸支店長 横山様の発声で声高々と乾杯を唱和し、情報交換、懇談懇親と大変有意義

な時間を過ごすことができました｡  

 最後に、ご列席いただきました来賓の方々に感謝と御礼を申し上げます｡  
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平成２０年６月６日１８：００よりアミュゼ柏におい

て、１３回青年部通常総会が開催されました｡ ご来賓

として、総務委員会副委員長 ㈱鶴田食品千葉 代表

取締役 山本義勝様、㈱ユーワ 代表取締役 伊東秀

幸様の立会いのもと青年部員６名の参加４名の委任状

をもちまして各議案とも滞りなく原案通り可決されま

した｡  

 昨年度は ｢リサイクルを考えたごみ処理の実践｣ と

して、組合員企業様より回収を順調に進めることがで

きまして、廃コピー用紙 4，660ｋｇ、ダンボール類 227，

720ｋｇ合計 232，380ｋｇの回収からリサイクルを行

い、ボックスティッシュ 39箱 (1，950個) との交換を

行い、協力企業様への配布を行うことができました｡各

組合員企業様のご協力があってこのような結果に結び

つけることができました事に、この場をおかりしまし

て深く御礼を申し上げます｡  

 本年度の事業計画と致しましては引き続きリサイク

ルを考えたごみ処理に関する実践を行い、本年度 

より新たに立案致しました ｢エコアクション 21｣ (地

球温暖化ガス削減に関する調査・研究) 活動を取り入

れ、さまざまな活動を進めて参ります｡本年度に関しま

してもさまざまな事業や勉強会、定例会議ななどを通 

じて青年部員各員の能力向上を図っていくと共に、組

合への協力体制・工業団地としての団結意識などをさ

らに強化していきたいと思っております｡ 今後とも皆

様の暖かいご支援ご協力を宜しくお願い申し上げま

す｡  

総会終了後の懇親会におきましては、はじめに岩佐

部長よりご挨拶を頂き、特別会員であります洞下正人

様のご出席そして乾杯のご発声を頂きまして、和やか

な雰囲気の中で大変有意義な時間を過ごすことができ

ました｡ コンパクトな会場であったせいか、共通の話

題が飛び交う会話で盛り上がり、各部員の親睦をさら

に深めることができたように感じました｡ 本年度も更

なる団結の精神にて頑張って参ります｡ 

 
 
 

  
先日７月５日に恒例となりました、理事長を囲む会と

しての青年部ゴルフコンペを開催しました｡ 非常に天
候にも恵まれ大いに楽しい時を満喫することができま

した｡ 今回は長橋局長も初参加となり総勢１０名での
開催でした｡  
 当日にこぎつけるまでは、ゴルフをやっている時間

があるならば、仕事をしたい。こんな感情が湧き立つ

こともしきりでしたが、ここが大きな問題であると考

える。 
 行政が行ったゆとり教育が完全な失敗であったこと

はもはや自明の理であるが、企業におけるゆとりとい

うものは、様子が違うと考える｡  
 前記した仕事がしたいという考え方は、自身のやり

やすい環境の中で、自身のやりやすいことを行うとい

う事とも考えられ、ここに成長や変革を生み出す余地

は少ない｡ 
新たな事や、自身の踏みなれていない地に分け入る 

 
 
 

 
ことで、多くの可能性や、変化は生まれるのである｡ そ
の行動には多くの余分なエネルギーが必要である｡ そ
してそのエネルギーを生み出すにはゆとりが必要なの

だ｡  
 では、ゆとりとはどのように生み出されるのか｡  
１．時間を生み出すための的確な取捨選択 (判断力)｡  
２．その判断の是非の決定 (決断力)｡  
３．決定後実行に移すスピード (実行力)｡  
大まかにいえば、よく言われるこの３要素がきちんと

機能して初めて、成立するのだと考える。 
 改めて、ゆとりを生みだすことのできる、個人と企

業を尊敬します。今回の理事長を囲む会において、理

事長と諸先輩方のゆとりある大きな懐の中で、楽しい

時間を共有させて頂いたことで、益々これからのより

厳しい時代を生き残るために、自身と組織の在り様を

見つめなおし、一刻も早く改善していかなければと感

じる一日でした｡ 

 

理事長を囲む会開催報告 
 有限会社長浦製作所 長 浦 謙 太 郎 



 

 

 

本年度より参画しているたんぽぽ計画におきまして、

企業の安全衛生診断が労働安全コンサルタントの先生

により実施され、下記の期日で８社が受診いたしまし

た｡  

 

５月２０日 ㈱初石鈑金   

       荒木労働安全コンサルタント事務所 

 ５月２１日 ㈱サンオー   

       荒木労働安全コンサルタント事務所 

 ５月２８日 ㈱ユーワ 

       鴨労働安全コンサルタント事務所 

   〃   ㈱マルタカ 

       池崎労働安全コンサルタント事務所 

 ５月２９日 ㈲長浦製作所 

       白石労働安全研究所 

 ６月１７日  キクチ㈱ 

       労働安全コンサルタント福岡事務所 

６月２０日 ㈲三隈製作所 

       労働安全コンサルタント高橋事務所 

６月２４日 ㈱大黒ヂーゼル工業所 

       小野安全コンサルタント事務所 

診断では、従業員人数、作業内容、過去３年間の労災

事故発生状況の確認、安全組織、安全委員会の開催、

資格が必要な作業、有資格者の確認、設置している設

備の確認等が事務所で行われ、その後工場を巡回し、

作業手順、作業環境、４Ｓの状況の確認が行なわれま

した｡  

 今後は、各企業を診断した労働安全コンサルタント

の先生より診断報告と説明が行なわれ、対応できる企

業には厚生労働省が推奨しているリスクアセスメント

までの作成を実施していただく予定としています｡  

 今までは、職場での事故対策は発生後の事後対策で

したが、これからは、発生前に危険箇所を探し出し、

危険を潰す方法に変わっています｡ 

 

 

 

６月１３日 (金) 午後３時より新潟県新潟市 ホテル ｢イタリア軒｣ におきまして工団連関東ブロック協議会 

平成２０年度通常総会が開催され、当組合より高橋理事 (同協議会会長)、池森副理事長､、長橋事務局長の３名で

出席しました｡  

 総会には、関東ブロック協議会会員３１名、来賓として新潟県副知事 神保様を始め、独立行政法人中小企業

基盤整備機構、商工組合中央金庫、全国工場団地協同組合連合会の方々にご来賓として出席いただきました｡  

 議事につきましては、高橋会長が議長に選任され、

第１号議案から第４号議案まで慎重審議いただき、

全て可決承認されました｡  

 総会終了後、新潟市江南区役所政策企画課嘱託 

新潟市亀田郷土資料館 館長 三村 哲司氏による 

｢萬代橋の今昔｣ の講演会が開催され、現在の萬代橋

 

 

 

は３代目であり、１代目萬代橋は７８２ｍ、２代目萬代

橋７７４ｍありとても長い木造の橋であったことや、重

要文化財に認定されていることや、萬代橋を守るために

下流にも橋を増設し交通量を減らしたことや、今後は車

両の通行を禁止する必要がある等萬代橋に関する興味深

いお話を聞かせていただきました。 

工 団 連 関 東 ブ ロ ッ ク 協 議 会 
平成２０年度通常総会開催 



 

 

 去る平成２０年６月２６日に千葉県中小企業団体中央会の総会が三井ガーデンホテル千葉で行なわれまし

た。流山工業団地協同組合の青年部から、岩佐部長、長橋局長、遠藤の３名で出席致しました。 

 第１号議案～第５号議案を慎重審議し、全議案とも全員賛成にて可決されました。 

 また、今回は、任期満了に伴い役員改選が行なわれ、代表幹事には前期に引き続き佐久間氏に決定しまし

た。 

 総会終了後は、青年部交流会、交流懇親会が行なわれました。 

 青年部交流会では、中小企業診断士 新井将平氏による「若年社員は何故簡単にやめていくのか？（その

原因と防止策）」のタイトルで講演が行なわれました。その時代背景と共に若者の考え方が移り変わり、どの

様に対応していくか等、貴重なお話しを聞くことができました。 

 交流会では、各団体と有意義な時間を過ごし、懇親を深めることができました。最後に行なわれた抽選会

では、見事一等賞を長橋局長があて、流山工業団地をアピールすることができました。商品については、長

橋局長へお問い合わせ下さい。 

事務局便り 

５月２０日 (火) 安全衛生診断 ㈱初石鈑金 

５月２１日 (水) 安全衛生診断 ㈱サンオー 

５月２６日 (月) 第 22 回 通常総会 

５月２８日 (水) 安全衛生診断 ㈱ユーワ ㈱マルタ力 

５月２９日 (木) 安全衛生診断 ㈲長浦製作所 

６月 ６日 (金) 青年部第１３回 通常総会 

６月１０日 (火) ゴミゼロ運動協力  

        春のゴミゼ口運動に各社より多くの従業員の方々にご協力いただき､ 団地周辺の道路､ 運河の

土手などの清掃を実施いたしました｡  

         ご協力ありがとうございました｡  

 ６月１３日 (金) 工団連関東ブロック協議会 通常総会 

 ６月１７日 (火) 安全衛生診断 キクチ㈱ 

 ６月２０日 (金) 安全衛生診断 ㈲三隈製作所 

 ６月２４日 (火) 安全衛生診断 ㈱大黒ヂーゼル工業所 

  

2008年もあっという間に半年が過ぎました｡  

今年は特に原油価格の高騰で連日のように新聞､ ニ

ュースなどで取り上げられている｡  

 ガソリンの値上げをはじめ､ ありとあらゆるもの

が値上がりし日本国内､ 世界中でもさまざまな問題

が起こり混乱を招いている｡ 一刻も早い解決を願い

たいものです｡  

 

一方では､ 原油など資源を使い地球温暖化が進

み､ 平均温度が上昇している為か､ 雨が降らなくな

り干ばつ､ 大規模な森林火災や､ 反対に台風などに

よる水害など年々被害が拡大している｡  

 そんなこともあり､ 最近バスや電車を利用して出掛

けてみたんですが､ なかなか楽しかったです｡ ガソリ

ンの値段も上がっている事だし､ 環境にやさしい生活

を心がけていこうと思います｡         澤地 
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